九月 二十 九日。 二 時半 上野 発。 九 時 四十 三分 仙 台 着 _ 

一 泊。 翌朝 七 時 八 分 青 森 行に 乗る。 

仙 台 以北 は 始めての 旅 だから、 例に より 陸地 測量 部 

二十 万 分の 一 の 地図 を 拡げて 車窓から 沿路の 山水の 詳 

きた かみが わ 

細な 見学 をす る。 北上 川 沿岸の 平野に は 稲が 一 面に 

実って、 もう 刈入れ るば かりにな つてい るよう に 見え 

る。 昨夜 仙 台の 新聞で 欠食児童 何百と いう 表題の 記事 

を 見て 来たば かりの 眼に は、 この 目前 見渡す 限りの 稲 

の 秋 は 甚だ そぐ わない 噓 のよう な 眺めであった。 

とよ あしはら みずほ 

豊 葦原の 瑞穂の国の 瑞 穂の 波の 中に いて、 それでな か 

なか 容易に は 米が 食われな いので ある。 どこかで 何 か 



は、 「経済」 という 唯 一 の 見地よりしか 人間の 世界 を展 

望す る ことが 出来なかった。 それで 彼の 一神教 的 哲学 

は 茫漠たる ロシアの 単調の 原野の 民に は 誠に 恰好な も 

ので あり、 満洲 や 支那の 平野に 極めて ふさわし いもの 

でなければ ならない。 彼等の 国に は 火山な ど は 一 つも 

ない ので ある。 これに 反して エト ナ、 ヴ エス ヴ ィォ、 

スト ロン ボリ 以下 多数の 火山 を 有する 南欧 イタリアの 

国土に は 当然に ふさわしい シ ー ザ— が 現われ フ ァシズ 

ムが 生れた。 今 眼前に - J の 岩 手 山の 実に 立派な 姿を眺 

ふもと 

め、 その 麓に 展開す る 山川の 実に 美しい 多様な 変化 

やおよ ろず 

を 味わって いると、 どうしても 日本 はや はり 八百万の 



な 光景 を 初めて 目撃し ようと は 夢にも 想わない ことで 

あった。 旅 はすべき ものである。 

五稜郭 行と いう バス を 見かけて 乗る。 何某 講と 染め 

わらじ 

抜いた 揃いの 手拭 を 冠った、 盛装に 草鞋ば きとい う 珍 

しい 出で立ちの 婦人の 賑やかに 陽気な 一 群と 同乗した。 

公園の 入口に はダ リアが 美しく 咲いて 森閑とした 園内 

を 園丁が 掃除して いた。 子供の 時分に よく 熱病 をわず 

ら つて、 その 度に 函館 産の 氷で 頭を冷やした ことで 

ま）.' 

あつたが、 あの 時の あの 氷が、 ここの この 泥水の 壕の 

中から 切り出されて、 そうして 何百 里の 海 を 越えて 遠 

く 南海の 浜まで 送られた ものであった のかと 思う と、 



この 方が 中学校の 歴史で 教わ つた 五稜郭の 戦いに 関す 

る 感慨よりも 更に 深く エゴイストの 心 に 触れる ものが 

ある。 これ は 我が 幼き 日に おける 深く 限りなき 父母の 

慈愛の 想い出に つながる からで ある。 帰路の バス を 

待って いると 葬礼の 行列が 通る。 男 は 編 笠 を 冠り 白木 

ずきん 

綿の 羽織の ような もの を 着て いる。 女 は 白 頭巾に 白の 

上つ 被りと いう 姿で ある。 遺骨の 箱 は 小さな k にの せ 

て 二人で さげて 行く ので ある。 近頃の 東京の 葬礼 自動 

車 ほど 悪趣味な もの も 少ない と 思う。 そうして、 葬儀 

場 は 時として 高官の 人が 盛装の 胸 を 反らす 晴れの 舞台 

となり、 あるいは 淑女の 虚栄の 暗闘の ァ レナと なる。 



楽に は 米が 食えない のが 今の 日本の 国で ある。 

まる やま 

札幌 で五晚 泊った。 植物園 や 円 山 公園 や 大学 構内 は 

美しい。 楡ゃ いろいろの 槲 やいた やな どの 大木 は 内 

地で 見た ことのない ものである。 芝生の 緑が 柔らかで 

鮮やかで 摘めば 汁の 実にな りそうで ある。 鮭が 林間の 

小 河に 上って 来たり、 そこへ 熊が 水 を 飲みに 来て いた 

頃 を 想像す るの は偷： fK である。 北海道で は、 今でも ま 

だ 人間と 動植物が 生存競争 を やって いて、 勝負が まだ 

付いていな いという 事 は 札幌巿 内の 外郭 を 廻っても 分 

る。 天孫 民族が 渡って 来た 頃の 本土の さま、 また 朝鮮 

の 一 民族が 移って 来た 頃の 武蔵 野の さま を 想像す る 参 



おやじ 

を 引っぱつ たりして 附 添いの 親爺 を 困らせた。 それ か 

の つ ，- 

らしゃ がれた 声で 早口に 罵り はじめ、 同室の 婦人 を 

ゆびさ 

指して は 激烈に 挑戦した。 何 を 云って いるか は 聞 取 

れ ない。 巡査と 駅員に 守られて 一 旦 乗船した が 出船 間 

際に 連れ 下ろされて 行った。 つい さっき 暴れて いたと 

は 別人の ように すごすごと 下りて 行 つ た 後 姿が 淋し 

かった。 

札幌 から 大勢の 警官に 見送られて 二十 人 余り 背広 服 

の 壮漢が 同乗した のが、 船で もや はり 一緒にな つた。 

途中の 駅で もまた 函 館の 波止場で も 到る 処で 見送りが 

盛んであった。 「頑張れよ」 「御大 事に」 「しっかり 頼む 



帰つ てみ ると 却つ て朝晚 はう すら 寒い くらいで ある。 

そうして 熊の 出ない 東京に は 熊より 恐ろしい ギャング 

が 現われて 銀行 を 襲 つ たという 記事で 新聞が 賑わ つ た。 

色々 の イズム は どんな 大洋 を 越えて でも 自由に 渡って 

来る ので ある。 

市が 拡張され て 東京 は 再び 三百 年 前の 姿に 後戻り を 

した。 東京 巿何区 何 町の 真中に 尾花が 戦ぎ 百舌が 鳴き、 

狐 や 狸が 散歩す る 事に なった の は 愉快で ある。 これで 

札幌の 町の 十 何条 一 一十 何 丁の 長閑 さ を 羨まなくて もす 

むこと になった わけで ある。 

(昭和 七 年 十 一 月 『鉄塔』) 
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